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0山岡 勝 小鉢恕′  費承知ヰ（づ礎鶉研）  

鼻歌五や（光姐尊低遵奉悸廊気前）  

1．まえ灯、曳 誉眉努ま激届雪像敷布発婦  
長モ考えちれてひた逓型義雪と繋なク，爪  

身気凱亘緩紳1こよって気品ダブラス倒で、  

も浸食が水廃す∋す組粧ガ句∂ガどうガ密  

翠的に腐洛すさこレも武みZ折ク，韓卑の突  

療籍果lてつぃてノ譲乳Jて額壊してい∋。今冬  
む申年とて比べ含水牽の高山もりも歩フて腐  

食亀し文句ごこ鳩寛を教鳴す孟。  

し“う爺寒乙、あフた。ノ今年の蜃壌！a、軸iて  

としぺ令うく奉りあ小安験と君）た穴のし軸lよ  

よへタスり令ろく郵、全体的に、鳥雪内郎丘水鏡  

官員のtこ弟伺かゃかク、木方か弾惇ド多い項  

寧眈よしうとほ過度がノーこ，仇∫○乙で、い桐戸  

温水殖しなくノ釦く孝も温度ガ色句の′東嶺鶴  

ぎを－遵車姑した。議た、食唆〟0．イモ乳5れ∂  

軌こ温度とP・ざ○レ下げきた、けご・届雪内書声温  

棄食Jこ珂“た  虜ダ′もlて櫓下した。  

生息叙 これSの奔壌で堰痍ダブラス脚ご  

も温習如く緯するLし、勧風塵購轟醸  
しlてくく㌔さ頑如あ3こし研一オフた。為昏浄乎り■水初  

物考浮輪硬責1は朋友の）鳩で爾。倒如人エ  

珂詞恋霞，アンプlレ亀取は嘩与む伺じしつも  

頒聞し、北大倦慮研り璃褒鹿追憂色紬計して  

釆壌した。呈六合水草は柳刃谷ガノ追尾iJア  

スてン衆過度】電車亀倉そ必定し汽。東嶺ル  

各の各咋は孝一及iて孟L句てい∋。  

蔓L蟹細軽率卑札浸食か必山師喝  
為蜃現職  
で、貿除．こ傍乙  

イ寸けながぶ実  

額してうヲく劇  

にしたヽ∧。  
4  10こ  貯  ら  ∂？へ4】  為  為   

∫  メOG  占占  ら  よス3  戸  局   

温厚がギことも＊施し、週計針鼠“瘍愈麿削  

頻は、過度ダクーふ0いこ下っ汽軍に氷結夕孟  
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